
週間天気予報関連
プロダクトの見方 

気象庁 予報部 予報課 

2015年10月28日 気象等の情報を扱う事業者等を対象とした講習会 



はじめに 

これらの他に、梅雨の時期に関する気象情報など
も週間天気予報に関連した情報です。 

信頼度とは？ 

気温の幅って何？ 
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お話しする内容 

週間天気予報関連のプロダクト 

 

週間アンサンブル予報 

 

週間天気予報で使う予測資料 

 

週間天気予報の予測精度 
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週間天気予報関連のプロダクト 

全般週間天気予報（本庁のみ） 

 

地方週間天気予報（地方予報区ごと） 

 

府県週間天気予報（府県ごと） 

 

気象情報（全般、地方、府県） 
 発達する低気圧、高温、大雪など 

 梅雨の入り明け（地方情報のみ） 

 

週間天気予報解説資料 

11の地方予報区 
（※九州南部と奄美は鹿児島
地方気象台が発表） 

4 



全般週間天気予報 

全般週間天気予報 

平成２７年９月２９日１０時５０分 気象庁予報部発表 

予報期間 ９月３０日から１０月６日まで 

 北海道地方は、気圧の谷や寒気の影響で曇りや雨の日が多い見込みです。 

 東北地方から西日本にかけては数日の周期で天気が変わり、期間の前半に低気圧
や前線の影響で雨の降る日があるでしょう。 

 沖縄・奄美は、高気圧に覆われて晴れる日が多い見込みですが、期間の中頃にか
けて気圧の谷や湿った気流の影響で曇る所があるでしょう。 

 なお、発達する低気圧の影響で、北日本では１０月１日から３日にかけて大荒れや
荒れた天気となり、東日本と西日本は１０月１日から２日にかけて荒れた天気となる所
があります。 

 最高気温・最低気温とも、北日本から西日本にかけては平年並か平年より低い日が
多い見込みですが、期間の中頃にかけて平年より高い所があるでしょう。沖縄・奄美
は、平年並か平年より高い見込みです。 

全般週間天気予報は、気圧系等の動向、天気の概要、
防災事項などについて、全国的な概況を示す。 

基本的には１日１回発表（11時発表）だが、変更が
あれば17時にも発表する。 
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気象庁HP上の表示例 
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地方週間天気予報 

関東甲信地方週間天気予報  

平成２７年９月１６日１０時４０分 気象庁予報部発表 

予報期間 ９月１７日から９月２３日まで 

 向こう一週間は、前線や湿った気流の影響で雲が広がりやすく、期間のはじめは雨
が降るでしょう。 

 なお、小笠原諸島では、１８日から１９日は台風第２０号の影響を受けて 、大荒れと
なるおそれもあります。 

 最高気温・最低気温ともに平年並か平年より低く、明日は平年よりかなり低い見込み
です。 

 降水量は、平年並か平年より多いでしょう。 

地方週間天気予報は、地方予報区内の擾乱の推移、
天気経過、防災事項などについて、地方の特性を加
味した概況を示す。 

１日２回発表（1１時と1７時） 
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府県週間天気予報 

ア．天気 

 発表日の翌日から７日先までについて、
テロップ用天気予報用語で天気を表す。 

 ただし、翌日と翌々日の天気については、
直前に発表された「天気予報」から、予め
定めた１次細分区域の天気が入る。 

イ．降水確率 
 対象区域内の各地点に１日（24時間） 
１mm以上の降水がある確率の平均値を、
発表日の翌々日から７日先まで１日ごとに
示す。予報値は10％単位。 

ウ．気温 

 対象地点における日最高気温及び日最低
気温を、発表日の翌々日から７日先まで、
１℃単位で表す。各予報値には、予報の予
測範囲（上方及び下方範囲）を１℃単位で
示す。気温の実況がこの予測範囲に入る確
率はおよそ80% 。 

神奈川県週間天気予報  

１０月 ７日１１時  

予報期間  

１０月８日から１０月１４日まで  

 

天気」 

 神奈川県 

  ８日 晴れ         （１００） 

  ９日 晴れ時々くもり     （１０１）  

１０日 くもり後一時雨     （２１２）  

１１日 雨後くもり      （３１３）  

１２日 晴れ時々くもり     （１０１）  

１３日 晴れ時々くもり     （１０１）  

１４日 晴れ時々くもり      （１０１）  

 

降水確率」 

 神奈川県  

  ／／／  １０   ６０   ７０   １０   １０   １０  

 

最低気温」  

横浜 

    ／／  １６   １８   １８   １６   １６   １６ 

  （／） （３） （３） （２） （２） （２） （２） 

  （／） （１） （１） （２） （１） （１） （２）  

 

最高気温」  

横浜 

   ／／  ２５   ２３   ２２   ２４   ２３   ２３  

 （／） （１） （２） （４） （２） （１） （１）  

 （／） （２） （２） （１） （３） （２） （３）  

上方範囲 

下方範囲 
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エ．平年値 

 気温及び降水量の予報値が平年と比べてどの程度
なのか容易に比較できるよう、気温及び降水量の平
年値を府県週間天気予報に含めて発表。 

（ア）気温の平年値 

 かな漢字電文では発表日から４日先の日の日最高
気温及び日最低気温の平年値を0.1℃単位で表す。 

 ＸＭＬ電文では発表日の翌日から７日先まで１日
ごとの平年値を0.1℃単位で表す。 

（イ）降水量の平年値 

 かな漢字電文では発表日の翌日から７日先までの
７日間降水量の平年並の範囲を小数第１位を四捨五
入して１mm単位で表す。 

 ＸＭＬ電文では同期間の７日間降水量の階級区分
値を、平年値をそのまま用いて0.1mm単位で表す。 

平年値」  

横浜 降水量の合計 ：少ない≦ ２１ｍｍ＜平年並≦ ５５ｍｍ＜多 い  

最低気温 ： １６．０℃ ， 最高気温 ： ２２．２℃  

 

日別信頼度」  

神奈川県  

／ ／ Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ= 
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オ．信頼度（予報の確度を表す情報） 

 信頼度は、3日目以降の降水の有無の予報について
「予報が適中しやすい」ことと「予報が変りにくい」
ことを表す情報で、Ａ、Ｂ、Ｃの3段階で表します。 

信頼度  内容   

Ａ 
確度が高い予報 

●適中率が明日予報並みに高い（降水有無の適
中率：平均８６％） 

●降水の有無の予報が翌日に日変わりする可
能性がほとんどない 

Ｂ 
確度がやや高い予報 

●適中率が４日先の予報と同程度（降水有無の
適中率：平均７２％） 

●降水の有無の予報が翌日に日変わりする可
能性が低い 

Ｃ 
確度がやや低い予報 

●適中率が信頼度Ｂよりも低い（降水有無の適
中率：平均５６％） 
もしくは 

●降水の有無の予報が翌日に日変わりする可
能性が信頼度Ｂよりも高い 

平年値」  

横浜 降水量の合計 ：少ない≦ ２１ｍｍ＜平年並≦ ５５ｍｍ＜多 い  

最低気温 ： １６．０℃ ， 最高気温 ： ２２．２℃  

 

日別信頼度」  

神奈川県  

／ ／ Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ= 
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算出方法(降水確率にベースを置いた算出方法) 
 
 ●最新初期値の数値予報の降水確率予測をベース 
 
 ●これに、次の点を加味して算出   
    ①前日資料からの変化 
    ②当日資料による今後の変化の可能性 
    ③発表予報の降水確率の値 
 
 
 注目しているのは、 

  ・最新初期値までの降水確率予測の変化 
  ・降水確率予測の統計的な変化特性 

信頼度の算出方法の概要 

詳細については、平成19年度
量的予報研修テキストを参照。 

数値予報による降水確率 

一次的な階級の決定 
 

 0 -   30% : A 

30 -   45% : B 

45 -   55% : C 

55 -   70% : B 

70 - 100% : A 

一次的な階級からの下方修正 

 
①前日資料からの変化 
②当日資料による今後の変化の可能性 
③発表予報の降水確率 

発表する「信頼度」 
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信頼度の利用例 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/image/weekly_riyourei.pdf 
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週間スケールの気象情報 

•概ね3日先～１週間以内に、社会的に大きな影響を与え
るような顕著な現象が予想された場合などに発表 
– 高温・低温・寒波（大雪）・大気不安定・低気圧の発達など  

 

•梅雨の時期に関する気象情報 
– 当日までの天候経過及び数日から１週間程度の天候の予想に基

づいて速報的に発表する。 

– 後日、実際の天候の経過を考慮して、梅雨の入り・明けの時期
を確定している（事後検討）。 

発達する低気圧と強い寒気に関する全般気象情報 第１号 
平成２６年１２月２９日１５時００分 気象庁予報部発表 
 
（見出し） 
３１日から１月１日にかけ、低気圧が発達しながら本州付近を通過し、その後日本
の上空に強い寒気が流れ込み、１月３日頃にかけて冬型の気圧配置が強まる見込み
です。このため、北日本から西日本の日本海側を中心に、大雪や荒れた天気となる
おそれがあります。 
（本文）・・・ 
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●週間天気予報解説資料 

   

①アンサンブル資料の解釈と
天気の見通し 

②防災事項 

③明後日予報について 

④全般週間天気予報（案）   

① 

② 

③ 

④ 

毎日10時頃発表 

本資料は、高度利用者（気象
予報士、 キャスターなど）
向けのプロダクトです。 
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週間天気予報関連のプロダクト 

 

週間アンサンブル予報 

 

週間天気予報で使う予測資料 

 

週間天気予報の予測精度 
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アンサンブル予報とは 

 アンサンブル予報とは、複数の数値予報の集合
（アンサンブル）を統計的に処理し、単独の数値
予報よりも確からしい予報を得る手法である。 

 また、集合から導き出される度数分布を確率分
布と見なすことで、単独の数値予報では得られな
い予報誤差を予測する手法でもある。 
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なぜアンサンブル予報が必要なのか 

•カオス的性質を持つ大気の予測を行うと、完全モデル*
（perfect model)をもってしても、解析誤差が指数関数的に
増大してしまうことがある 

– その誤差がたとえわずかでも、意味のある予報が得られる予
報時間は有限である（現状だと通常の天気予報は平均的には
6～7日が限度） 

•観測や解析に誤差はつきもの 

– 予報には必ず誤差が含まれることから、本来予報はその誤差
を考慮して利用されるべき 

– 大気の初期状態はある存在確率（probability distribution 
function, PDF）でもって把握されるべきである     

* 完全モデル： 正しい初期値を与えれば自然を完全に予測で
きる予報モデル 
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解析値 

予 報 

初期状態 

P(t=0) 

長時間後 

P(t=tl) 

気候学的 

な広がり 

アンサンブル平均 

ば
ら
つ
き
（
ス
プ
レ
ッ
ド
） 

単独予報の結果 

非線型的な 

時間発展 解析誤差程度の広
がりを表現するよ
うな複数の初期値
を用意し、確率密
度分布を表現する 

複数の初期値から
の予報結果の広が
りから、確率密度
分布を推測する 

アンサンブル予報の概念図 
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気
温
の
予
測
幅
、
降
水
確
率 

天気、気温 

予報資料の日替わり 

信頼度 



メンバー 

 アンサンブル予報を構成している個々の予報 →現在は27個 

コントロールラン 

 解析値から得られた初期値に人工的な誤差（摂動）を与えない
で計算した数値予報 

アンサンブル平均 

全メンバーを平均して求めた予測結果 → 27メンバーの予測値
の平均 

スプレッド 

 アンサンブル予報を構成しているメンバー間のばらつきの大き
さを示す指標 

クラスター 

 27メンバーを、クラスター分析により、予想結果が似ている
もの同士を組み合わせて５つのグループに分類している。分類
したそれぞれのグループを“クラスター”と呼んでいる 

用語 
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急速に発達した低気圧の事例 

9月27日12UTC初期値の予測 
（コントロールランの地上気圧） 

2015年10月1日12UTCの
地上天気図 
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日本海に、約990hPaの低気圧を予測 
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２７メンバーの予測（9月27日12UTC初期値の予測） 

沿海州付近で
スプレッドが
大きい 
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アンサンブル平均の予測 

アンサンブル平均は、日本海北部から沿海
州付近に低圧部を予測。低気圧の位置や深
度にバラつきはあるが、台風第２１号から
変わった低気圧が発達しながら日本海に進
む予測は確度が高いと判断できる。 

○防災事項 
期間の中頃（１～２日）は、発達する低気圧
や前線の影響で、西日本から北日本の広い範
囲で荒れた天気となる可能性がある。 
 
（9月28日の週間天気予報解説資料より抜粋） 

アンサンブル平均の予測 
（9月27日12UTC初期値の予測） 

発達する低気圧に関する全般気象情報 
 
10月1日から3日にかけて、急速に発達する
低気圧の影響で北日本を中心に非常に強い風
が吹き、大荒れの天気となるおそれがありま
す。暴風や高波に警戒してください。 
 
（9月29日 15時 気象庁予報部発表） 
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週間天気予報関連のプロダクト 

 

週間アンサンブル予報 

 

週間天気予報で使う予測資料 

 

週間天気予報の予測精度 
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Ⅰ 週間予報支援図 ……………………… FXXN519 

Ⅱ 週間予報支援図（アンサンブル）…… FZCX50 

Ⅲ 週間アンサンブル予想図 …………… FEFE19 

週間天気予報で使う資料 
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Ⅱ 週間予報支援図（アンサンブル） Ⅰ 週間予報支援図 

Ⅲ FEFE19（週間アンサンブル予想図） 

単独モデルから作成 アンサンブルモデルから作成 

25 



●週間予報支援図    
（アンサンブル）
（FZCX50） 

 

①500hPa高度及び渦度 
（左列） 

②850hPa相当温位   
（中列） 

③500hPa特定高度線、   
降水頻度分布、スプレッド   
（右上） 

④850hPa気温時系列  
（右下） 

※週間アンサンブルモデル予想値に基づいた資料 

① ② ③ 

④ 
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500hPa高度及び渦度 

 大気の大まかな流れやリッジ・
トラフの動きなどを追跡し、高・
低気圧の動向を検討する。   
前の予測との違いにも注目する。 

850hPa相当温位 

 前線の動向や活動度など
について検討するとともに、
大雨を示唆する「相当温位
が高い領域」等を把握する。 

週間予報支援図（アンサンブル）①と② 
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アンサンブル平均 



500hPa特定高度線 
（各クラスター平均5400m, 5700m, 5880m） 

・トラフの位置や太平洋高気圧の動向をキー
にして、予測のばらつきをチェックする。 

 
降水頻度分布 
（全メンバーのうち 5mm以上 の降水量を予想 

しているメンバーの割合） 

・降水の可能性が高いエリアを確認する。 
 
スプレッド 
(年々変動で規格化した全メンバーの500hPaスプレッド) 

・予報日ごとの予測のばらつきを把握する。 

アンサンブル資料のばらつき等の確認 

週間予報支援図（アンサンブル）③ 
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850hPa気温時系列 
 
 細実線：各クラスター平均 
 太実線：アンサンブル平均 
 点線：コントロールラン 
 破線：単独モデル（ＧＳＭ） 
 細エラーバー：全メンバー 
 太エラーバー：80％のメンバー 
 
  
 
 
 気温の経過や予測のばらつきを 
 確認する。 

週間予報支援図（アンサンブル）④ 
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気温の予測幅 



週間アンサンブル予想図（FEFE19） 

これに対応する地上予想図 
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等値線：海面更正気圧 

陰影域：24時間降水量が

5mm以上の範囲  

予想される地上天気図
のイメージを把握 

週間アンサンブルモデルの
全メンバー平均図 

週間アンサンブル予想図 
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●週間予報支援図    
（FXXN519） 

 

①500hPa高度及び平年偏差
の５日平均場（上段） 

 左：実況（-48h～48h） 

 右：予報（96h～192h）  

②500hPa高度（左図）と
850hPa気温（右図）  
（中段） 

③東経135度に沿った
500hPa高度の実況と予測   
（下段） 
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週間天気予報関連のプロダクト 

 

週間アンサンブル予報 

 

週間天気予報で使う予測資料 

 

週間天気予報の予測精度 
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降水の有無の適中率の推移 
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（
％
）
 

週間天気予報 降水の有無の適中率（全国平均） 

適中率：3-7日目平均 
適中率：3-7日目平均（12か月移動平均） 
線形 (適中率：3-7日目平均（12か月移動平均）) 

1992年1月～2015年8月 
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最高・最低気温予報誤差の推移 
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精度の例年値からみた特徴 
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最高気温・最低気温の予報誤差（予報日別） 

明後日～７日目：1995年～2013年データ（週間11時発表）による例年値 

明日：1992年～2013年データ（短期17時発表）による例年値 

2～7日目は、約0.1℃／1予報日 

精度の例年値からみた特徴 
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今後の防災気象情報のあり方について 

「新たなステージ」に対応した防災気象情報のあり
方について、交通政策審議会気象分科会の審議にお
いて提言がとりまとめられた。 

可能性が高くなくとも、社会に大きな影響を与える
現象が発生するおそれを積極的に発表する。 
 翌朝までの「警報級の現象になる可能性」の提供 

 実況情報の迅速化 

 メッシュ情報の充実・利活用促進 

 時系列で危険度を色分けした分りやすい表示 

 タイムライン支援のための数日先までの「警報級の現象になる  
可能性」の提供 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1507/29a/bunkakai150729_2.html 
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